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[緒言] 

ホウ素中性子捕捉療法（BNCT：boron neutron capture therapy）は、腫瘍内部に取り込まれた

ホウ素と中性子線の( n ,α) 反応を利用した放射線治療法である。BNCT の治療精度の向上を図

るにあたり、中性子束分布測定や腫瘍の吸収線量分布測定が重要である。その熱中性子束の測定

法の一つとして TLD素子 CaSO4:Tm,6Li（UD-136N）と CaSO4:Tm,7Li（UD-137N）の中性子

に対する感度差を利用した方法がある。熱中性子に対し高感度で、微小な熱中性子まで検出でき

るが、ダイナミックレンジが狭く、n/γ（中性子線/γ線）比が小さいため、中性子線量に対して

γ線量の多い混在場での測定が難しく、その特性の改善が望まれている。これまでに、中性子束

と全 TL 量の関係については示されているものの、その他の基礎特性については十分に示されて

いない。そこで、昇温速度を遅くした精密なグロー曲線法による中性子線及びγ線混在場での熱

蛍光の基礎特性を調べ、新たな熱中性子束の測定法について検討したので報告する。 

[方法] 

CaSO4:Tm,6Liと CaSO4:Tm,7Liに、Pu /Be線源（1.4×106 n/sec）を用いて中性子およびγ線

を照射した。グロー曲線の昇温速度は通常より二桁程度遅い 0.133 °C・s-1とした。 

[結果・考察] 

Fig.1にPu /Be線源およびX線で照射したCaSO4:Tm,6Li

と CaSO4:Tm,7Liのグロー曲線を示す。TL強度は 200 °C

のグローピークで規格化した。110°C 、210°C に顕著な

2つのグローピークが観測された。100 °C付近と 250 °C

以上の領域では Pu /Be線源を照射したCaSO4:Tm,6Liの

TL効率が低下した。100 °C付近のピークはフェー

ディングの影響によるものである。250 °C以上の領

域で観測された CaSO4:Tm,6Liの TL効率の低下は 6Liと中性子線による ( n ,α) 反応により生

じたα線に対する TL特性が X線やγ線と異なるためであると考えられる。今後は詳細なグロー

成分解析を進めα線と他線種による各準位への捕獲効率の違いを利用した新たな熱中性子束の測

定法の開発を進めたい。 

Fig.1 Glow curves of CaSO4:Tm,6Li and CaSO4:Tm,7Li for 

neutron -γ-ray mixed fields, and X-ray. 
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